
 

 

資料１ 

平成３０年度 窯業技術研究所事業報告 

 

１ 新分野開拓事業  

・グラファイト多孔質焼結体による排水処理の研究開発 

・ＣＡＤ講座の開催 ７月～８月（４回）５名 

 

２ 伝統技術伝承事業  

・「上絵付け技法の手引き」技術冊子の制作   別紙資料  

・技術講座の開催   別紙資料  

・染付け講座（８回）５～７月 ７名 

・ガラス盛り講座（２回）１月 ７名  

・上絵付け講座（３回） ３月 ５名 

 

３ 食器デザイン展開催事業  

・第２３回児童・生徒食器デザイン展   別紙資料  

・１１月３日（土）、４日（日）産業振興センター  

・入選入賞１３０点を展示、入賞者表彰式を開催 

・応募総数 2,051 点（小学校 1,714 点、中学校 337 点） 

   ・市長賞受賞作品の給食食器に採用 

   ・中学校卒業生への記念品として給食食器を贈呈 

 

４ 教育経費 

  ・釉薬講座の開催（６回）９～１０月 ５名 

  ・デザインセミナーの開催 平成３１年３月１５日 ２４名 

    塚本カナエ（岡山県立大学デザイン学部デザイン工学科/特任教授） 

演題「転換期にある社会に」  別紙資料  

 

５ 依頼試験・試作業務 

    試験件数 １，１５５点（４６８件） 

    試作件数   １９６点（１０１件） 

    手数料合計 ２，９５３，１７５円 

    依頼等利用者数 約１１０社（企業、作家、各種団体） 

 



 

 

６ 地域活動の支援 

・陶土フェスタ 2018「クレイオブジェ・コンテスト」 

開催：８月（美濃源氏七夕まつり） 

・陶町明日に向って街づくり推進協議会の活動支援 

  陶与左衛門窯の焼成（与左衛門部会）９月 

   ・日吉まちづくり推進協議会の活動支援 

     天神窯の焼成 １１月（日吉中学校閉校記念品の制作） 

・公民館の活動支援  

日吉公民館の各種作陶講座の支援 

  

７ 研究所の在り方についての研究 

  ・研究所利用者との「語る会」の開催 

    ・第１回 ６月２５日開催 出席２３名 

    ・第２回１０月２３日開催 出席３３名 

  ・土岐市との共同化研究会 ４回開催（５月～９月） 

    ・共同化のメリット、デメリットについて話し合い 

  ・使用料手数料と試験項目の見直し 

    ・第２回運営委員会で協議（１２月） 

・平成３１年第１回瑞浪市議会で条例改正（３月） 

・平成３１年４月１日施行 

 

 ８ 試験機関との連携 

   ・四試験研究機関との連携 

     ・東濃四試験研究機関協議会 開催２回（５月・１２月） 

     ・陶磁器技術勉強会 開催３回（７月、１０月、２月） 

・名工大・東濃四試験研究機関協議会 平成３０年度成果発表会 

 ３月７日 名古屋工業大学先進セラミックス研究センター 

 

 ９ その他 

   ・産業振興センターの事業活動支援 

     ・はちみつポットの形状開発（形状モデルと石膏原型制作） 

    

    


